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広報くずまき・平成19年６月１日〔20〕「広報くずまき」は古紙配合率
100％再生紙を使用しています

冬
部
自
治
会
は
町

の
北
部
、
一
戸
町
と

の
境
に
位
置
し
下
冬

部
、
田
屋
、
根
地
戸

の
三
集
落
、
四
十
九

世
帯
。
組
織
は
総
務

部
、
事
業
部
、
環
境

部
、
婦
人
部
と
青
年

部
の
五
部
で
構
成
し
、

各
種
事
業
の
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。

年
間
の
主
な
活
動
は
、
五
月

の
「
七
滝
ま
つ
り
」、
町
道
七

滝
線
や
根
地
戸
線
の
環
境
整
備

と
し
て
の
道
路
の
草
刈
作
業
、

集
落
ご
と
の
花
壇
づ
く
り
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
春
の
「
七
滝
祭
り
」

は
、
青
年
部
を
中
心
に
七
滝
の

環
境
整
備
と
花
見
を
兼
ね
た
祭

り
と
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

す
。
下
冬
部
の
「
七
つ
物
」
や

婦
人
部
の
踊
り
な
ど
が
披
露
さ

れ
、
自
治
会
員
に
と
っ
て
は
相

互
の
親
睦
と
招
待
し
た
関
係
機

関
の
方
々
と
の
情
報
交
換
の
場

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
隣
の
市
町
村
か
ら

も
見
学
者
が
訪
れ
大
勢
の
参
加

者
で
会
場
が
狭
い
く
ら
い
に
な

り
ま
す
。

根
地
戸
集
落
で
は
、
八
月
の

お
盆
前
に
集
落
全
員
で
町
道
根

地
戸
線
の
草
刈
作
業
を
行
っ

て
、
お
盆
の
帰
省
客
へ
の
快
適

な
道
路
の
提
供
に
努
め
て
い
ま

す
。冬

部
自
治
会
で
も
他
と
同
様

に
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す

が
、
当
自
治
会
で
は
青
年
部
が

活
動
の
中
心
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
は
区
域
内
に
あ
る
七

滝
、
お
寺
や
七
つ
物
と
い
う
す

ば
ら
し
い
景
観
や
文
化
を
守

り
、
育
て
る
活
動
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
活
力
あ
る
地
域
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

まつりで郷土芸能「七つ物」を披露す
る地区の人たち。円内は名勝七滝。

◇
文
・
写
真
　
自
治
会
提
供

名
久
井
安
雄
会
長
〔
49
世
帯
〕

平
成
６
年
６
月
１
日
設
立

冬
部
自
治
会

冬部

まちづくりの原動力「自治会」
の活動を紹介します。

広
報
室
か
ら

広
報
室
か
ら

取
材
先
で
立
ち
寄
っ
た
保
育
園
。

「
こ
ん
に
ち
は
」
と
掛
け
た
言
葉
に

「
誰
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
？
」
あ
〜
あ
や蘆

ら蘆

ぇ蘆

だ蘆

…
子
ど
も
の
眼
は
正
直
で
す

ね
。
▽
成
人
の
は
し
か
が
大
流
行
と
か
。

予
防
接
種
を
受
け
て
も
免
疫
が
あ
る
か

心
配
な
方
は
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
そ

う
で
す
よ
。
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
。

万
全
を
。
…
思
い
出
し
ま
し
た
。
30
歳

で
子
ど
も
と
一
緒
に
水
ぼ
う
そ
う
で
２

週
間
の
軟
禁
生
活
。
重
病
で
し
た
（
ホ
ン

ト
の
話
）。
予
防
は
大
事
で
す
。（
澤
口
）

五
謨
の
統
計
の
森
の
植
樹
の
際
、
急

斜
面
で
ぐ
ん
ぐ
ん
ト
ラ
ク
タ
ー
を
操
る

彼
、
木
の
枝
で
さ
さ
っ
と
添
え
木
を
作

っ
て
し
ま
う
彼
、
苗
木
を
添
え
木
に
す

る
す
る
っ
と
く
く
り
つ
け
て
し
ま
う

彼
。
何
も
で
き
な
い
私
に
は
、
全
て
の

作
業
が
感
動
的
で
、
昔
の
（
？
）
ヤ
ン

グ
達
に
ほ
れ
ぼ
れ
し
た
感
謝
の
一
日
で

し
た
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
サ
ク
ラ
の
咲

く
頃
に
は
、
統
計
の
森
（
江
刈
農
村
公

園
）
を
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

（
星
野
）

田口　蓉子（76 上田野）蓉 子
舘道　キヨ（89 下冬部）正　志
下道　秀彦（38 山 岸）ア　キ
近藤ヨシノ（84 田 子）三　治
松下顴太郎（83 垂 柳）顴 弘
川下　ヨシ（89 五日市）一　幸

～以上４月届け出分・敬称略～

〔世帯主〕

町の人口
19.５.１現在 （前 月 比）

男 3,966 人 （－13）
女 4,153 人 （－38）
計 8,119 人 （－21）

世帯数　2,905 戸　（±30）
（住民基本台帳）

３
／
28
・
山
岸

保
護
者
＝
淳
・
久
美
子

久
保
　
春
汰

し
ゅ
ん
た

く
ん

４
／
４
・
茶
屋
場

保
護
者
＝
裕
太
・
瑛

楢
木
茉
利
亜

ま

り

あ

ち
ゃ
ん

４
／
20
・
栗
山

保
護
者
＝
利
勝
・
幸
子

栗
村
　
脩
斗

し
ゅ
う
と

く
ん

※広報に載せてほしくない方は届け
出のときに係にお話ください。

木戸場哲也　小苗代　憲　一
上舘美千代　上田野　武　雄（

〔世帯主〕
七滝祭りで交流


